
市の人口と世帯（4月1日現在）

総会員数
個人企業
法人企業

1 , 3 5 4
5 9 3
7 6 1

事業所
事業所
事業所

総人口
男
女

世帯数

人
人
人
戸

1 2 3 , 1 7 9
5 9 , 6 7 0
6 3 , 5 0 9
6 2 , 5 8 1
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基
本
方
針

我
が
国
の
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍

３
年
間
を
乗
り
越
え
、
改
善
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
30
年
ぶ
り
と
な
る

高
水
準
の
賃
上
げ
や
企
業
の
高
い

投
資
意
欲
な
ど
、
経
済
に
は
前
向

き
な
動
き
が
見
ら
れ
、
デ
フ
レ
か

ら
脱
却
し
、
経
済
の
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
移
行
す
る
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

先
行
き
に
つ
い
て
も
、
雇
用
・
所

得
環
境
が
改
善
す
る
下
で
、
各
種

施
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
緩
や
か

な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
世
界
的

な
金
融
引
締
め
に
伴
う
影
響
や
中

国
経
済
の
先
行
き
懸
念
な
ど
、
海

外
景
気
の
下
振
れ
が
我
が
国
の
景

気
を
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、物
価
上
昇
、

中
東
地
域
を
巡
る
情
勢
、
金
融
資

本
市
場
の
変
動
等
の
影
響
に
十
分

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
令
和
６
年
度
能
登
半
島
地

震
の
経
済
に
与
え
る
影
響
に
十
分

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

鹿
児
島
県
内
の
経
済
は
、
コ
ロ

ナ
５
類
引
き
下
げ
に
よ
る
社
会
経

済
活
動
が
再
開
し
、
緩
や
か
に
回

復
し
て
お
り
ま
す
が
、足
元
で
は
、

物
価
の
上
昇
の
影
響
が
続
い
て
い

る
ほ
か
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
進
行
、不
安
定
な
海
外
情
勢
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
な
ど
、

昨
今
の
社
会
経
済
情
勢
は
大
き
く

変
化
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長
引

く
原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
、
人
材
不
足
に
加
え
、

適
正
な
価
格
転
嫁
が
困
難
な
状
況

が
続
い
て
お
り
、
極
め
て
厳
し
い

状
況
が
続
き
、
後
継
者
問
題
、
技

能
承
継
、
資
金
繰
り
、
働
き
方
改

革
お
よ
び
環
境
問
題
対
策
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
地
域
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
の

最
も
身
近
な
支
援
機
関
と
し
て
、

地
域
総
合
経
済
団
体
で
あ
る
当
商

工
会
議
所
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

極
め
て
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
日
本
商
工
会

議
所
を
は
じ
め
国
、
県
、
市
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
会
員
の
み
な
ら
ず
広
く
地
域

住
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
べ
く
、

政
策
提
言
・
要
望
活
動
を
は
じ
め
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
諸
事

業
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
霧

島
国
分
夏
ま
つ
り
で
は
、
た
く
さ

ん
の
市
民
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
霧
島
市
の
活
気
あ
る
姿

を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

年
も
な
お
一
層
の
地
域
活
性
化
の

一
翼
を
担
う
べ
く
夏
祭
り
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
対
策
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
か

ら
の
再
生
に
向
け
、円
安
の
進
行
、

原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の

高
騰
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境

に
置
か
れ
て
い
る
事
業
者
に
対

し
、
資
金
繰
り
支
援
や
価
格
転
嫁

対
策
等
の
相
談
に
万
全
の
態
勢
で

臨
む
ほ
か
、
自
己
変
革
へ
の
取
組

み
、
円
安
を
活
用
し
た
輸
出
拡
大

及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
な
ど
を
後

押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
も
、
霧
島
商
工
会

議
所
と
し
て
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
県
内
第
２
位

の
中
核
都
市
の
更
な
る
発
展
の
た

め
名
実
と
も
に
活
力
あ
る
地
域
経

済
の
実
現
を
目
指
し
、
役
員
、
議

員
の
皆
様
方
と
職
員
一
丸
と
な
っ

て
、
積
極
的
な
事
業
活
動
を
展
開

す
る
と
と
も
に
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
し
、
地
域
経
済
発
展
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
各
位
の
御
理
解
、
御
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

事
業
計
画

１
．
部
会
活
動

⑴
部
会
活
動
の
取
組

　

部
会
は
、
そ
の
関
係
業
種
の
改

善
発
達
を
図
る
た
め
に
、
広
く

部
会
員
か
ら
の
意
見
を
聴
き
、

政
策
の
提
言
、
業
界
内
部
の
意

思
統
一
を
図
る
等
適
切
な
措
置

を
講
ず
る
と
と
も
に
相
互
に
情

報
交
換
を
行
う
ほ
か
、
部
会
員

の
啓
発
お
よ
び
親
睦
を
図
る
た

め
、
講
習
会
、
講
演
会
、
見
学

会
、
親
睦
会
そ
の
他
必
要
な
業

務
を
行
う
。

⑵
各
部
会
事
業
計
画

①
商
業
部
会

Ａ
．
地
域
振
興
事
業
の
実
施

🄐�

霧
島
市
の
商
工
業
振
興
策
に

つ
い
て
市
議
会
、
行
政
と
共

に
取
組
み
、勉
強
会
を
行
う
。

🄑�

県
内
で
開
催
さ
れ
る
地
域
振

興
催
事
へ
の
出
展
補
助
を
行

う
。

🄒�

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け

る
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

策
定
に
つ
い
て
啓
発
す
る
。

Ｂ
．
視
察
研
修
・
交
流
会
の
実
施

🄐�

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し
て
、

自
治
体
や
関
係
者
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
す
る
。

🄑�

ま
ち
づ
く
り
と
市
街
地
再
開

発
に
つ
い
て
成
功
し
て
い
る

先
進
事
例
に
つ
い
て
視
察
を

行
う
。

②
建
設
建
材
部
会

Ａ�

．
こ
ぎ
れ
い
大
作
戦
の
継
続
実

施
及
び
啓
発
普
及
活
動
に
つ
い

て
平
成
13
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
こ
ぎ
れ
い
大
作
戦
を
継
続
実

施
し
、
啓
発
及
び
普
及
活
動
に

努
め
る
。

Ｂ�

．
人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
取

組
み地

域
内
小
中
学
校
等
と
連
携

し
た
業
界
Ｐ
Ｒ
の
実
施
。

Ｃ�

．
視
察
研
修
の
実
施

建
設
建
材
業
界
に
お
け
る
最

先
端
技
術
等
を
学
ぶ
視
察
研
修

の
実
施
。

③
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

Ａ�

．
人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
取

組
み「き

り
し
まw

ork

ち
ゃ
ん
ね

る
（YouTube

）」
を
利
用
し

た
企
業
Ｐ
Ｒ
とSN

S

（T
ikTok

・

Instagram

）
を
連
携
さ
せ
た

活
用
の
検
討
、
課
題
解
決
を
図

る
た
め
の
先
進
地
視
察
、
セ
ミ

ナ
ー
開
催
等
に
取
組
む
。

Ｂ�

．
行
政
や
市
議
会
議
員
と
の
意

令
和
6
年
度

事
業
計
画

（単位　円）

会　計　別 収　　入 支　　出
本年度予算額 前年度予算額 比較増減（減は△） 本年度予算額 前年度予算額 比較増減（減は△）

1. 一般会計 128,280,000 138,885,575 △�10,605,575 128,280,000 138,885,575 △�10,605,575

2. 中小企業相談所特別会計 77,750,000 78,732,449 △�982,449 77,750,000 78,732,449 △�982,449

3. 退職金特別会計 46,561,709 42,510,709 4,051,000 46,561,709 42,510,709 4,051,000

4. 霧島国分夏まつり特別会計 33,060,000 33,115,885 △�55,885 33,060,000 33,115,885 △�55,885

5. 国分パークプラザ事業特別会計 95,483,000 93,225,838 2,257,162 95,483,000 93,225,838 2,257,162

6. 会館特別会計 22,710,000 23,913,762 △�1,203,762 22,710,000 23,913,762 △�1,203,762

7. 女性部会計 4,398,000 ― 4,398,000 4,398,000 ― 4,398,000

    会計 408,242,709 410,384,218 △�2,141,509 408,242,709 410,384,218 △�2,141,509

令和 6 年度  各会計収支予算書 総括表　 令和 6年 4月 1日〜令和 7年 3月 31 日まで

第54回　第54回　通常議員総会通常議員総会

7月 13日（土）・14日（日）霧島国分夏まつり開催 !! |  2



見
交
換
会
の
実
施

物
価
高
騰
や
賃
金
上
昇
な
ど

で
当
部
会
業
種
は
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
状
況
回
復
の
た
め
各

業
種
で
の
課
題
な
ど
の
提
言
、

市
議
会
議
員
と
共
有
す
る
意
見

交
換
会
等
を
実
施
す
る
。

Ｃ�

．
市
街
地
の
環
境
づ
く
り
に
取

組
むＦ

Ｍ
き
り
し
ま
及
び
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
な
ど
と
連
携
し
、
街

な
か
の
環
境
整
備
に
取
組
む
。

Ｄ�

．
観
光
情
報
発
信
へ
の
取
組
み

霧
島
市
の
観
光
情
報
発
信
の

た
め
、
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振

興
大
会
等
へ
の
積
極
的
参
加
や

大
阪
万
博
な
ど
の
視
察
に
取
組

む
。
ま
た
、
全
国
商
工
会
議
所
観

光
振
興
大
会
の
誘
致
の
検
討
。

Ｅ
．
農
商
工
連
携
へ
取
組
む

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
と
の
包
括
連
携

締
結
の
一
環
と
し
て
、
地
産
地

消
や
生
産
物
の
販
路
拡
大
な
ど

に
取
組
む
。

④
庶
業
部
会

Ａ�

．
市
街
地
活
性
化
へ
の
取
組
支
援

🄐�

市
街
地
活
性
化
の
た
め
、
霧

島
市
空
き
店
舗
ス
ト
ッ
ク
バ

ン
ク
や
ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
業
を
活
用
し

て
空
き
店
舗
へ
の
入
居
促

進
、
起
業
家
支
援
を
部
会
と

し
て
取
組
む
。（
創
業
補
助

金
な
ど
の
要
望
）

🄑�

他
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、
市
街
地
活
性
化
に
積
極

的
に
取
組
む
。

🄒�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

ネ
ッ
ト
上
で
様
々
な
方
々
の

意
見
集
約
機
能
（
目
安
箱
）

の
推
進
。

Ｂ
．
事
業
継
承
の
課
題
に
取
組
む

中
小
企
業
の
今
後
の
課
題
と

し
て
、
事
業
継
承
の
問
題
が
あ

る
。
事
業
継
承
を
成
功
さ
せ
る

ポ
イ
ン
ト
を
講
習
会
等
を
開
催

し
て
学
ん
で
い
く
。

Ｃ
．
住
環
境
の
整
備
促
進

🄐�

ま
ち
の
活
性
化
の
促
進
策
と

し
て
定
住
人
口
を
増
や
す
た

め
に
、
国
分
（
霧
島
市
）
に

住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
く

な
る
よ
う
な
住
宅
地
の
整
備

促
進
策
や
空
き
家
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
の
検
討
勉
強

会
を
開
催
し
、提
言
を
行
う
。

（
空
き
家
対
策
利
用
促
進
補

助
金
等
の
要
望
）。

🄑�

街
づ
く
り
に
関
係
す
る
各
団
体

（
例
え
ば
不
動
産
業
界
、
測
量

業
関
係
な
ど
）
か
ら
の
意
見
や

要
望
に
対
し
て
解
決
を
図
る
べ

く
積
極
的
に
取
組
む
。

🄒�

市
の
都
市
計
画
決
定
に
関

し
、
用
途
地
域
の
変
更
な

ど
行
政
に
提
言
を
す
べ
く
調

査
、
研
究
を
行
う
。

Ｄ
．
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
関
与

納
税
額
を
増
加
さ
せ
る
た
め

に
部
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関

与
し
結
果
が
出
せ
る
か
検
討
を

行
う
。
商
業
部
会
と
連
携
し
て

活
動
を
行
う
。

⑤
工
業
部
会

Ａ
．
情
報
交
換
会
開
催

工
業
部
会
員
の
企
業
と
の
情

報
交
換
会
を
引
き
続
き
開
催

し
、
情
報
の
共
有
化
を
図
り
な

が
ら
、
各
社
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ら

に
技
術
力
を
高
め
共
同
事
業
化

の
実
施
を
進
め
て
い
く
。

Ｂ�

．
離
島
の
も
の
づ
く
り
企
業
視

察
会
の
開
催

離
島
な
ら
で
は
の
自
然
、
資

材
、
工
法
等
を
活
用
し
た
も
の

づ
く
り
企
業
の
視
察
を
行
い
、

情
報
の
共
有
化
を
図
り
つ
つ
、

活
発
な
も
の
づ
く
り
交
流
を
進

め
る
。

２
．
重
点
事
項

⑴ 

人
材
育
成
支
援
事
業
へ
の
取
組

強
化

⑵ 

政
策
提
言
、
意
見
要
望
活
動
の

強
化

⑶ 

社
会
貢
献
活
動
へ
の
取
組

①
こ
ぎ
れ
い
大
作
戦
の
実
施

②
地
域
社
会
活
動
な
ど
へ
の
支
援

⑷ 

中
小
企
業
の
地
球
温
暖
化
対
策

支
援
へ
の
取
組

① 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
実
態
把
握
へ
の

支
援

② 
省
エ
ネ
診
断
、
国
内
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
活
用
支
援

③ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
の
推
進
支
援

④ 

一
般
廃
棄
物
排
出
量
削
減
へ
の

取
組　

等

⑸ 

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

⑹ 

商
工
業
振
興
と
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
対
策
の
推
進

① 

企
業
交
流
・
研
修
会
事
業

② 

霧
島
国
分
夏
ま
つ
り
へ
の
取
組

③ 

霧
島
ふ
る
さ
と
祭
へ
の
取
組

⑺
観
光
振
興
の
推
進

⑻
商
工
会
議
所
組
織
活
動
の
強
化

⑼
中
小
企
業
相
談
所
事
業

　

基
本
方
針

全
企
業
数
の
約
85
％
を
占
め
る

小
規
模
事
業
者
で
あ
る
が
、
地
域

経
済
の
好
循
環
に
は
、
個
々
の
小

規
模
事
業
者
の
自
立
的
な
成
長
が

不
可
欠
で
あ
る
。
国
分
地
区
の
小

規
模
事
業
者
も
域
内
の
生
産
、
雇

用
、
消
費
・
投
資
な
ど
地
域
経
済

循
環
を
支
え
て
お
り
、
霧
島
商
工

会
議
所
と
し
て
も
将
来
の
地
域
を

支
え
る
小
規
模
事
業
者
の
所
得
拡

大
に
向
け
伴
走
支
援
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
や
経
営
課
題
の
多

様
化
で
廃
業
・
倒
産
の
急
増
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
、
売
上
は
回
復
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
物
価
高
な
ど

の
コ
ス
ト
増
で
収
益
確
保
は
一
段

と
厳
し
く
な
り
、
人
手
不
足
も
ま

す
ま
す
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
。

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
返
済
も
本
格
化

す
る
中
、
小
規
模
事
業
者
の
直
面

す
る
課
題
は
、
年
々
多
様
化
・
専

門
化
・
複
雑
化
し
て
き
て
お
り
、

事
業
再
構
築
や
事
業
承
継
、
賃
上

げ
、
働
き
方
改
革
、
デ
ジ
タ
ル
化
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
な
ど
対
応
す
べ
き
経
営
課

題
は
山
積
し
て
い
る
。

年
々
多
様
化
・
専
門
化
す
る
経

営
課
題
に
対
し
て
経
営
支
援
体
制

の
強
化
を
図
り
、
引
き
続
き
地
域

経
済
の
好
循
環
に
向
け
伴
走
支
援

に
取
り
組
む
。

① 
伴
走
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
く
経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援

② 

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関

③ 

伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推

進
事
業

④
販
路
開
拓
・
販
路
拡
大
支
援

⑤ 

霧
島
市
創
業
支
援
等
事
業
計
画

に
よ
る
創
業
支
援
及
び
創
業
機

運
醸
成

⑥
金
融
支
援
事
業

⑦
税
務
支
援
事
業

⑧
講
習
会
等
開
催
事
業

⑨ 

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事

業
⑩ 

制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境

整
備
事
業

⑪
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
事
業

⑫ 

収
益
力
改
善
・
再
生
支
援
・
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

⑬ 

事
業
継
続
力
強
化
計
画
の
策
定

及
び
認
定
支
援

⑭ 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進

⑮ 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

の
推
進
及
び
実
効
性
の
向
上

⑯ 

か
ご
し
ま
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

⑰ 

地
域
中
小
企
業
支
援
事
業

⑱
共
済
・
保
険
事
業

⑲
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
バ
ン
ク
事
業

⑳ 

青
年
部
・
女
性
部
活
動
推
進
事
業

㉑ 

巡
回
・
窓
口
・
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
等
事
業

㉒
そ
の
他
の
事
業

�３
．
一
般
事
業
細
目

１
．
会　

議

２ 

．
政
策
提
言
、
意
見
要
望
活
動

等
の
強
化

３
． 

総
合
振
興
事
業
の
推
進

４
． 

商
工
業
振
興
事
業
の
推
進

５
． 

中
小
企
業
対
策
事
業
の
推
進

６ 

．
青
年
部
・
女
性
部
活
動
の
促

進
７
． 

検
定
事
業
の
促
進

８
． 

広
報
事
業
の
推
進

９
． 

組
織
運
営
対
策
事
業
の
強
化

10
．
共
済
事
業
の
推
進

11 

．
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事

業
費

12
．
事
務
局
そ
の
他

⑴�

将
来
を
見
据
え
た
職
員
採
用

に
む
け
た
調
査
、
取
組

⑵�

事
業
の
高
度
化
や
機
能
強
化

を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
・

業
務
の
見
直
し

⑶�

会
員
増
強
に
よ
る
組
織
の
拡

大
及
び
強
化
へ
の
取
組

⑷�

事
業
収
入
増
収
へ
の
取
組

⑸��

各
種
経
費
節
減
、
業
務
の

効
率
化
へ
の
取
組

⑹
職
員
の
人
材
育
成

⑺�

旧
会
館
の
利
活
用
に
関
す
る

こ
と

審
議
事
項

・
第
１
号
議
案

令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ

い
て原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

・
第
２
号
議
案

借
入
金
限
度
額
承
認
に
つ
い
て

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

・
第
３
号
議
案

「
議
員
総
会
の
決
議
事
項
」
の

一
部
を
常
議
員
会
に
委
任
す
る

こ
と
に
つ
い
て

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

・
第
４
号
議
案

役
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て

監
事�

前
原�

直
喜�

氏
及
び
常

議
員�

今
村�

直
哉�

氏
の
事
業
所

人
事
異
動
に
よ
り
交
替
が
生
じ

た
た
め
、
米
満�

豊
文�

氏
と
有

馬�

啓
之�

氏
へ
の
変
更
が
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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3 月 26 日㈫ 第 54 回通常議員総会において、令和 5 年度の会員事業所優良従業員及び「こぎれい大作戦」
功労賞の表彰式がありました。鎌田会頭より表彰状と記念品の授与が行われ、「皆様の果たす役割は、企業、
地域にとって欠かせないものです。これからも健康に留意されご尽力ください。」とあいさつされました。

〜毎月 第2金曜日　自分達の「街」をきれいにしましょう〜
こぎれい大作戦とは…『もてなしの街をめざして』…

霧島商工会議所の中に5つの部会があります。その中の『建
設建材部会』が「部会活動方針の一つに掲げる “もてなしの街づ
くり” の為には、街の美化が不可欠であり、部会員が率先して行
動しよう」として、平成13年 5月から［こぎれい大作戦］と称し、
部会活動としての清掃ボランティア活動が始まりました。以降、
平成15年度から「霧島商工会議所全体事業」として、全会員事
業所を対象とした活動を展開しており、当所の3月開催の通常
議員総会において参加事業所のなかから表彰を行っています。
現在では、会員事業所のほか、霧島市役所、霧島市国分建設

業同志会などの参加もいただき、こぎれい大作戦参加者が増え
ています。霧島市は「道義高揚宣言都市」です。今後も引き続き、
道義高揚の一助になることを願って活動を続けてまいります。
今後も多くの会員事業所の参加を促し、さらに、一般市民への

広報や参加の呼びかけを行い、霧島市全域の運動へ拡げて参り
たいと考えております。皆様のご参加、ご協力をよろしくお願
い申し上げます。

［こぎれい大作戦の内容］
１．作　戦　日	 毎月第 2金曜日
２．作戦時間帯	 	作戦参加各事業所の判断によります
３．清掃場所	 作戦参加各事業所の周辺地区
４．	7 月は、「錦江湾クリーンアップ作戦」などのボラン
ティア活動がありますので、そこにあわせての参加活
動も推奨していきます。

協力企業　霧島商工会議所会員企業

優良従業員表彰授賞式に出席された皆様 功労賞受賞の皆様

功労賞受賞
・一般社団法人スマイルズ
・学校法人都築教育学園　第一幼児教育短期大学

株式会社SWANアパホテル鹿児島国分
　諏訪園　厚子 様

受賞おめでとうございます （敬称略）

当所役員就任期間が20年を越えた
ことを記念し表彰されました。

ボランティア清掃活動

「こぎれい大作戦」
実施優良事業所表彰

優良従業員表彰
日本商工会議所

役員表彰

優良従業員表彰&
こぎれい大作戦功労賞表彰

優

⑴永年表彰（20年以上）
高梨　淳也［	鎌田石油㈱	］
宮地　健一［	㈱鎌田工業	］
永吉　貞一［	九州綜合警備保障㈱	］

⑵15年表彰
中村　哲也［	鎌田建設㈱	］
掘　　一男［	㈱ガードシステム鹿児島　霧島営業所	］
二牟礼昭二［	㈱ガードシステム鹿児島　霧島営業所	］
　

⑶10年表彰
野間　貴博［	鎌田建設㈱	］
宮原　隆司［	鎌田石油㈱	］
八木　秀一［	鎌田石油㈱	］
和田　有沙［	鎌田石油㈱	］
中村　益夫［	㈱鎌田工業	］
國生　泰夫［	㈱多賀福	］
大正水流　渡［	南建設㈱	］

⑷５年表彰
德永　浩二［	鎌田建設㈱	］
永元　勇輝［	鎌田建設㈱	］
村上　龍二［	鎌田建設㈱	］
森　美保子［	九州綜合警備保障㈱	］
江口　一哉［	九州綜合警備保障㈱	］
福留　淳一［	九州綜合警備保障㈱	］
喜多　充洋［	㈱西部システム	］
田中ノブエ［	㈱多賀福	］
桃薗　　陵［	㈱南九州物産	］
石塚　謙一［	南建設㈱	］
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全 国 商 工 会 議 所

ビジネス総合
保 険 制 度

ここがおすすめ

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険 　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険 　大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解消し、一本化して
加入可能

●賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイバー、施設、事業活動遂行、管理
下財物）リスクを総合的に補償

●休業に関する補償により災害に遭った際の事業継続のための資金を確保
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。 ●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明
点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の
経営協力により作成したものです。 ●本募集広告は、2023年5月時点の引受保険会社の商品内容をもとに作成しております。　

最大

約33%
割引

2023年5月

事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します｡

全 国 商 工 会 議 所

あなたの会社が「業務災害補償プラン」に加入していれば!
多様化・複雑化の傾向にある「労災事故」から会員企業も従業員もお守りします。

会員企業には… 資金繰りに影響を与えること無く、
高額な損害賠償金が支払い可能に!

従業員には… パート・アルバイトを含む
全従業員を包括補償で安心!

うつ病による自殺、
過労死などによる
労災認定件数が

増加

1億円を超える
高額な賠償事例が 発生

短期間労働者、パート、
アルバイト、派遣社員等
非正規雇用労働者の

増加

2014年
労働安全衛生法改正で
企業の安全配慮義務の

厳格化

業務災害
補償プラン

●全国商工会議所のスケールメリットによる団体割引などが適用された保険料
　（一般加入と比べ約半額の掛金水準）

●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能（＊）
政府労災保険への加入が必要です（使用者賠償責任補償は政府労災の決定を待つ場合があります）。
（＊）精神疾患、脳・心疾患等の疾病や自殺は政府労災で認定されれば補償可能

●労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
●パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償対象可能
●建設業の場合、経営事項審査制度の加点対象

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[業務災害総合保険 　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険
三井住友海上火災保険株式会社[業務災害補償保険 　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ業務災害補償保険（業務災害補償保険）
大同火災海上保険株式会社[業務災害補償保険

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

2023年5月

●一部の商工会議所では、本プラン・特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務
管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。 

開催日 時間 担当税務署 会場 会議室等 会場の所在地 定員
令和6年4月26日

13:30 ～
　15:00

加治木税務署 加治木税務署 ２階会議室 姶良市加治木町諏訪町 13 番地 20 人

〃   5月  2日
〃   5月10日
〃   5月17日
〃   5月24日
〃   5月31日

給与支払者向け定額減税説明会　開催日程等一覧表（加治木税務署）
〇�令和６年３月下旬から令和６年５月までの間、定額減税の概要や源泉徴収事務について、給与支払者向けの
説明会を税務署等において開催します。（参加費用無料）。説明会の開催日程等は以下のとおりです。

〇�会場の収容人数の都合上、事前申込制で開催しています。参加をご希望の場合は、国税庁 LINE 公式アカウ
ントから事前申込をお願いいたします。

　なお、定員に達した時点で、申し込みの受付を終了させていただきますので、予めご了承ください。
〇説明会では、３月中旬に送付される
　パンフレットに基づいて説明します。 事前申込（国税庁 LINE 公式アカウント）はこちら

 
年次有給休暇

 
を上手に活用し、働き方・休み方を見直しましょう

●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を
　活用すれば休暇の分散化にもつながります。 厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署
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霧島市民の皆様へ 

省エネ家電への
買換えを支援します！

３万円
補助
（１世帯１回限り）

霧島市企画部地域政策課内　
〒899-4394　霧島市国分中央三丁目45番１号 
地域政策課 Eメール：t-seisaku@city-kirishima.jp

手続の流れ

補助の対象

補助金の交付を希望される方は、次のいずれかの方法により事前申込を行ってください。 
●霧島市ホームページの申込専用フォームに必要事項を入力して送信する方法
●必要事項を記入した事前申込書（第１号様式）を受付窓口に提出する方法
●必要事項を記入した事前申込書（第１号様式）を地域政策課に郵送する方法
●必要事項を入力した事前申込書（第１号様式）の電子データをメールに添付し、地域政策課宛アドレ
スに送信する方法（件名に「省エネ家電 事前申込」と記入して送信してください。）

　※事前申込書は、市ホームページからダウンロードするか、各受付窓口に設置する用紙をご利用ください。
＜受付窓口＞ 地域政策課、隼人地域振興課、各総合支所地域振興課、福山市民サービスセンター、市民サービスセンター コア・よか

第１弾：令和６年６月１日～６月 30日（令和６年９月 10日までに購入・設置する方）
第２弾：令和６年８月１日～８月 31日（令和６年 11月 10日までに購入・設置する方）
第３弾：令和６年 11月１日～ 11月 30日（令和７年２月 13日までに購入・設置する方）
※抽選の結果、補助金交付内定者とならない場合（落選）があることを承知の上で、令和６年５月１日以降に省エネ
家電製品を購入することができます。 

事前申込 抽選 当選通知 家電買換え 申請・請求 補助決定・振込

■霧島市内に住所を有する方（世帯主）
■自ら居住している市内の住宅の既存の家電を、
同品目の省エネ家電製品に買換えて設置する方

■市税の滞納がない方
■購入先は市内の店舗に限る

◆ 補助対象経費
　補助事業の実施に必要な省エネ家電製品の本体購入費、設
置工事費、電気工事費、設置に必要な部品代、配送料、及びリ
サイクル料です。クーポン等の利用により割り引かれた額、及
び古い家電製品の下取り又は売却額、並びに他の団体からの補
助額は、相当額を補助対象経費から除きます。

◆ 補助率、補助限度額
　補助対象経費の３分の１に相当する額（1,000円未満切り捨て）
として、３万円が補助の上限です。

冷蔵庫 

テレビ 

照明器具 エアコン 

電気温水機器 電気便座 

統一省エネラベル

省エネ基準達成率
100％以上の
ものが対象です！

※詳しくは、市ホームページをご覧ください

霧島市省エネ家電買換支援コールセンター
TEL：0995-55-8945（平日9 時～17時）
※コールセンターは、令和６年５月１日～令和７年２月13日まで開設

家庭における電気の消費を抑制し、エネルギー価格の負担軽減を図るとともに、地球温暖化防止に寄与
するため、消費電力の大きい家電製品から省エネ性能の高い製品へ買い換える市民に対して、予算の範
囲内で補助金を交付します。 

事業の目的 

最 大

霧島市省エネ家電買換支援事業補助金 

事
前
申
込
方
法

事
前
申
込
期
間

お
問
合
せ
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霧島商工会議所青年部では部員を募集しています！　詳しくは TEL：0995-45-0313 まで

令和 6 年 4月11日 ( 木 )、ホテル京セラにて、
第 28 回霧島商工会議所青年部　定期総会・懇親
会を執り行いました。定期総会では来賓者をお招
きし、令和 5 年度の事業報告、会計報告、そして、
今年度の事業計画、予算案を決議し、全ての議案
が承認されました。また、令和 5 年度で卒会を迎
えられた卒会生の表彰式も行われました。
総会後は来賓の方々も含め、懇親会を実施しま
した。来賓の方々との貴重な交流の場となり、大
変有意義な時間となりました。

第28回霧島商工会議所青年部定期総会・懇親会

令和２年の入会から卒会まであっという間
の３年間でした。
コロナ禍の広がりによって自分と地域との
つながりの薄さを痛感して飛び込ませていた
だきましたが、お陰様で沢山の方々と楽しい
時間を過ごすことができました。
霧島YEGは、積極的に事業を提案すればす

ぐに実施に移せる点が非常に大きな魅力です。
個人的には令和 4 年度の動画研修会や令
和 5 年度の対内研修を担当したことで外部へ
の情報発信のコツを掴めたので、皆様にも是

今回、卒会を迎えることになった、霧島造
林の高橋です。
前会長の中村さんの誘いで入会してから早
3 年、様々な事を学ぶ機会を頂きました。
1番の思い出はやはり霧島国分夏まつりで、
今まで市民として当たり前に参加していた夏
まつり裏側で、こんなに沢山の方々が走り回っ
ていたのかと思うと、今後は祭りやイベント
の見え方が変わり、より楽しめそうだなと感

商工会議所の皆様、青年部の先輩方、関
係者の皆様へ、長らくの間、ご支援とご指導
を賜りまして誠にありがとうございました。
7年という歳月はあっという間に過ぎ去り
ましたが、無事に卒会を迎えることができま
した。委員長や副会長などの役職に就き、ま
た事業の企画・運営を通してリーダーシップ
やチームワークの重要性を身をもって学ぶこ

非、自分のアイディアを活かす事業を提案して
本業につなげていただければと思います。
青年部からはこれで卒業となりますが、次

年度以降も外部講師などの形で微力ながら部
員拡大に貢献できればと思います。
また、今後はプライベートで夜の市街地に

出没する頻度が高くなると思いますので、うっ
かり見かけましたら是非、お声かけください。
改めて、短い間ですが濃密な時間をありが

とうございました。
溝延　祐樹

じております。林業の世界だけではない、同
世代の仲間と知り合うことができ、とても嬉
しく思っています。卒会した後も陰ながら応
援させて下さい。
皆さまと共に活動できたことに感謝すると

ともに、霧島YEG の益々のご発展とご活躍
をお祈りしております。ありがとうございまし
た。

高橋　宏和

とができたこと、他者と協力する中で得た苦
労や喜びは、非常に貴重な経験となりました。
今後は卒会となりますが、引き続き青年部

の活動に対する熱い応援を続けていただける
ことを心よりお願い申し上げます。ありがと
うございました！

大西　正将

卒会者挨拶
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新入職員のご紹介

人事異動のご案内

はじめまして、4 月 1 日付で事務
局長に任命されました池田豊明と申
します。

前職では霧島市役所の職員として
商工業の振興や地域の活性化に係わ
る業務に携わってきました。令和 2
年度からのコロナ禍において実施し
てきたコロナ対策事業の経験やノウ

ハウを生かしながら、これからのアフターコロナに向けて、
会員様、そして霧島市の発展のために、何が出来るのか、常
に念頭におき自分の役割を果たせるよう努力してまいります。
よろしくお願いいたします。

事務局長　池田  豊明

初めまして。4 月 1 日付で霧島商
工会議所、総務企画課に配属されま
した溝口将矢と申します。

生まれ育った霧島市の発展に貢献
し、より大きな責任とチャレンジを
求めて日々精進していきたいと思い
ます。

霧島商工会議所では、様々な事業
に取り組み、皆様のご期待に添えるよう、また、喜ばれ感謝
されるよう職員の一員として精一杯努めてまいりますので、
ご指導の程よろしくお願いいたします。

総務企画課主査　溝口  将矢

中小企業相談所� 所　長　法定経営指導員　横井竜也
� � 第一係主任　経営指導員　山下哲美
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　　　　　中小企業相談所経営指導員　横井 竜也　　　
竹ノ内様は、ほぼおひとりで事業計画書作成に取り組んでおり、分析力、行動力がすばらしく、補助金活用よ

りとてもよい施設が完成いたしました。事業に対しても意欲的に計画的に取り組んでおり、県内各地から視察を
受けいれており、今後の農福連携のモデルケースとなると推測されます。今後の事業展開、後継者育成について
も、共に解決できれば幸いです。

当社は、平成 30年 1月に創業しました。国分観光農
園内で自社のきくらげきのこ、シイタケ、有機野菜、そ
の他地域産の素材を使用し、ジャム、漬物や惣菜などを
製造・販売しており、いちご狩りシーズンに来場者の7
割を占め、「癒しと食・健康」を経営方針としていました。
しかしながら、コロナウイルス感染症の影響により、
令和2年 3月から来客が減少、観光客に頼ったままでは
売上回復も見込めないことから、年間を通じた商品づく
りと販売に向け、大幅な事業改革が必要と判断しました。
熟慮した結果、国立公園「霧島」の地で採れたフルー

ツや野菜と自社ブランドきのこ「霧島きくらげ」を掛け
合わせた栄養機能性フルーツアイス等の新商品開発・製
造販売を農福連携による障害者雇用機会創出と労働力確
保により実施することにしました。
具体的に、①間伐木材活用の店舗兼加工施設の新設、
②高級嗜好型の果汁豊富な栄養機能性フルーツアイス等
の製造販売を計画し事業再構築補助金に応募しました。
最初は採択されませんでしたが、事務局からいくつかの
指摘された点修正し再度公募、令和4年 6月に無事に採

択されました。事業途中には建築資材の高騰により、資
金確保に困難な状況も発生しましたが、なんとか竣工す
ることができました。
併せて、令和5年 12月に鹿児島県へ経営革新計画を

申請し、令和6年 2月に承認をいただきました。
今後、素材を生かし、乳化剤を使わず、30％～ 40％

の果汁豊富なイチゴアイスや通常香りが弱く果肉が酸化
しやすいため商品化が難しいとされているが梨の産地な
らではの梨アイス、夏に最適なぶどう、ブルーベリー、
梨ブレンドで作り上げたフルーツミックスアイスのほか、
アイスシェイクや霧島産の甘酒を使ったイチゴ甘酒、冷
凍フルーツのデコレーションアイスケーキ、ピザ等様々
な商品開発を試作、試
食イベントを開催し顧
客が望む商品をたくさ
ん開発し販売していき
ます。
ぜひ皆さま一度ご来
店お待ちしております。

補助金等活用事業所紹介

商工会議所経営支援リポート

［商　号］株式会社サン・スマイルフーズ
　　　　　　　　　代表取締役　竹ノ内　小夜子
［所在地］霧島市国分重久5866番地1
［業　種］食品製造業
　　　　　１.事業再構築補助金
　　　　　２.経営革新計画(鹿児島県)

商　号

業　種
活用した
施策等

所在地
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